Shiyan Poems 侍宴詩 in the Period of Emperor Wu 武帝 of West Jin 西晉 Dynasty by 矢田 博士
一
、
序
魏
か
ら
の
禪
讓
に
よ
り
西
晉
の
初
代
皇
と
な
っ
た
司
馬
炎
（
武
）
は
、
儒
の
理
念
に
基
づ
く
國
家
の
再
建
を
目
指
し
た
。
そ
れ
に
い
、
詩
歌
に
お
い
て
は
『
詩
經
』
に
由
來
す
る
四
言
が
再
び
見
直
さ
れ
、
ん
に
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
り
わ
け
皇
や
皇
族
な
ど
が
催
す
る
酒
宴
の
席
に
お
い
て
作
ら
れ
る
詩
、
す
な
わ
ち
侍
宴
詩
に
つ
い
て
は
、
そ
の
傾
向
が
顯
に
め
ら
れ
る
（
１
）。
本
稿
で
は
、
西
晉
の
侍
宴
詩
に
つ
い
て
、
紙
幅
の
關
係
上
、
武
期
の
作
を
中
心
に
、
そ
れ
ら
を
創
作
の
場
と
い
う
點
か
ら
分
	・
整
理
し
、
個
々
の
詩
の

容
お
よ
び
創
作
の
背
景
な
ど
を
確
し
た
う
え
で
、
西
晉
の

力
の
詩
歌
に
對
す
る
基
本
勢
に
つ
い
て
、
魏
の
力
と
の
比
較
を
し
て
考
え
て
み
た
い
。
二
、
魏
の
曹
氏
政
下
に
お
け
る
侍
宴
詩
ま
ず
は
、
西
晉
の
侍
宴
詩
の
特
を
よ
り
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
も
、
魏
の
曹
氏
政
下
で
の
侍
宴
詩
の
有
り
樣
に
つ
い
て
、
特
に
詩
形
面
に

目
し
て
確
し
て
お
き
た
い
。
曹
氏
の
政
下
で
は
、
後
の
建
安
年
に
曹
操
や
曹
丕
が
催
す
る
酒
宴
の
席
で
、
曹
植
や
建
安
の
七
子
と
稱
さ
れ
る
人
々
に
よ
っ
て
詩
が

ん
に
作
ら
れ
た
が
、
王
粲
・
劉
・
阮
・
應
・
曹
植
の
「
公
讌
詩
」、
陳
琳
の
「
宴
會
詩
」、
應
の
「
侍
五
官
中
將
建
章
臺
集
詩
」、
曹
植
の
「
侍
太
子
坐
詩
」
な
ど
の
作
が
て
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
五
言
で
の
詩
作
が
流
で
あ
っ
た
。
一
例
と
し
て
、
應
の
「
侍
五
官
中
將
建
章
臺
集
詩
」
を
以
下
に
げ
る
。
こ
の
詩
は
、
五
官
中
將
の
曹
丕
が
催
し
た
建
章
臺
で
の
宴
會
に
同
席
し
た
折
り
の
作
で
、
應
は
五
官
將
文
學
と
し
て
曹
丕
に
仕
え
て
い
た
。
詩
は
、
自
ら
を
雁
に
喩
え
て
こ
れ
ま
で
の
不

を
べ
た
後
、
詩
を
っ
て
慰
め
て
く
れ
た
曹
丕
の
恩
に
對
す
る
感
謝
西
晉
武
期
の
侍
宴
詩
に
つ
い
て
矢
田

士
の
念
を
詠
っ
て
、
以
下
の
よ
う
に
言
う
。
雁
鳴
雲
中
、

一
何
哀
、
問
子
何
、

正
徘
徊
、
言
我
塞
門
來
、
將
就
衡
陽
棲
、
	春

北
土
、
今
客
南
淮
、
…
…
、
…
…
、
公
子
愛
客
、
樂
飮
不
知
疲
、
和
顏
以
暢
、
乃
肯
細
、
詩
見
存
慰
、
小
子
非
宜
、
爲
且
極
讙
、
不
醉
其
無
歸
、
凡
百
爾
位
、
以
副
饑
懷
。
〔
雁
雲
中
に
鳴
く
、


一
に
何
ぞ
哀
し
き
、
問
ふ
子
は
何
れ
の
よ
り
び
、
を
め
て
正
に
徘
徊
す
と
、
言
ふ
我
れ
は
塞
門
よ
り
來
た
り
て
、
將
に
衡
陽
に
就
き
て
棲
ま
ん
と
す
と
、
	春
に
は
北
土
に

り
、
今
に
は
南
淮
に
客
た
り
、
…
…
、
…
…
、
公
子
は
客
を
愛
し
、
樂
飮
し
て
疲
れ
を
知
ら
ず
、
和
顏
に
以
っ
て
暢
べ
、
乃
ち
肯
て
細
を
る
、
詩
を
り
て
存
慰
せ
ら
る
る
は
、
小
子
の
宜
し
き
に
非
ず
、
爲
に
且
ら
く
讙
を
極
め
、
醉
は
ず
ん
ば
其
れ
歸
る
こ
と
無
け
ん
、
凡
百
爾
の
位
を

つ
つ
しみ
、
以
っ
て
饑
の
懷
ひ
に
副
は
ん
。〕
そ
の
後
、
魏
に
お
け
る
詩
作
活
動
は
、
曹
丕
が
曹
植
と
の
後
繼
爭
い
を
經
て
魏
の
初
代
皇
と
な
っ
て
以
、
下
火
に
な
る
。
と
は
い
え
、
『
三
國
志
』
卷
二
十
一
「
王
粲
傳
付
應
傳
」
に
引
く
『
文
章
敍
』
に
、
正
始
年
に
曹
爽
の
も
と
で
人
事
を
つ
か
さ
ど
る
な
ど
政
の
中
樞
に
い
た
侯
玄
催
の
宴
席
で
、
應
の
甥
の
應
貞
が
詩
を
作
っ
て
侯
玄
を
喜
ば
せ
た
と
い
う
記
を
載
せ
て
、
以
下
の
よ
う
に
言
う
。
正
始
中
、
侯
玄
有
名
勢
。
貞
嘗
在
玄
坐
作
五
言
詩
、
玄
嘉
玩
之
。
〔
正
始
中
、
侯
玄
ん
に
し
て
名
勢
有
り
。
貞
嘗
て
玄
の
坐
に
在
り
て
五
言
詩
を
作
る
に
、
玄
嘉
し
て
之
れ
を
玩
づ
。〕
詩
は
散
佚
し
て
傳
わ
ら
な
い
も
の
の
、
侯
玄
催
の
宴
席
で
應
貞
が
作
っ
た
詩
も
ま
た
、
や
は
り
五
言
詩
で
あ
っ
た
と
言
う
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
魏
の
曹
氏
政
下
で
は
、
力

催
の
酒
宴
の
席
で
の
詩
作
は
、
に
五
言
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
で
あ
ろ
う
。三
、
西
晉
武
期
の
侍
宴
詩
と
こ
ろ
が
西
晉
に
な
る
と
、
皇
や
皇
太
子
あ
る
い
は
王
な
ど
が

催
す
る
酒
宴
の
席
で
の
詩
作
は
、
一
轉
し
て
四
言
が
流
と
な
る
。
西
晉
の
「
侍
宴
詩
」
に
つ
い
て
は
、
 部
で
三
十
五
首
が
現
存
す
る
が
、
そ
れ
ら
を
創
作
時
期
と
詩
形
に
よ
っ
て
分
!す
る
と
以
下
の
"り
と
な
る
。
《
武
期
の
作
と
特
定
で
き
る
も
の
》
〈
四
言
〉
應
貞
「
晉
武

#林
園
集
詩
」
、
荀
$「
從
武

#林
園
宴
詩
」、
王
濟
「
%
&後
三
'三
日
#林
園
詩
」「
從
事
#林
詩
」、
張
#「
太
康
六
年
三
'三
日
後
園
會
詩
」
、
李
密
「
賜
餞
東
堂
詔
令
賦
詩
」、
王
濬
「
(
)應
令
詩
」、
王
讚
「
三
'三
日
詩
」
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
九
集
2
「
侍
皇
太
子
宴
始
王
詩
」「
侍
皇
太
子

楚
淮
南
二
王
詩
」
「
皇
太
子
會
詩
」、
孫
楚
「
會
王
侍
中
座
上
詩
」
〈
五
言
〉
咸
「

後
三
三
日
從
林
園
詩
」
、
荀
	「
三
三
日
從
林
園
詩
」
《
惠

期
以
の
作
と
特
定
で
き
る
も
の
》
〈
四
言
〉
張
「

征
西
應
詔
詩
」「

趙
王
應
詔
詩
」、
閭
丘
沖
「
三
三
日
應
詔
詩
」、
陸
機
「
皇
太
子
宴
玄
圃
宣
猷
堂
有
令
賦
詩
」
「
皇
太
子
賜
讌
詩
」
「
會
大
極
東
堂
詩
」
「
元
康
四
年
從
皇
太
子
會
東
堂
詩
」、
陸
雲
「
大
將
軍
宴
會
被
命
作
詩
」「
征
西
大
將
軍
京
陵
王
公
會
射
堂
太
子
見
命
作
此
詩
」
「
大
尉
王
公
以
九
錫
命
大
將
軍
讓
公
將
京
邑
餞
此
詩
」
「
大
安
二
年
四
大
將
軍
出
王
羊
二
公
於
南
堂
皇
被
命
作
此
詩
」
「
從
事
中
張
明
爲
中
軍
…
…
又
宴
于
後
園
感
鹿
鳴
之
宴
樂
詠
魚
之
凱
歌
而
作
是
詩
」
、
潘
尼
「
七
七
日
侍
皇
太
子
宴
玄
圃
園
詩
」「
上
巳
日

會
天
淵
池
詩
」「
皇
太
子
上
巳
日
詩
」
〈
五
言
〉
潘
尼
「
皇
太
子
集
應
令
詩
」「
皇
太
子
詩
」
《
時
期
の
特
定
が
し
い
も
の
》
〈
四
言
〉
傅
玄
「
宴
會
詩
」、
孫
楚
「
太
僕
座
上
詩
」、
何
劭
「
洛
水

王
公
應
詔
詩
」、
牽
秀
「
宴
武
堂
詩
」
以
下
、
武

期
の
作
と
特
定
さ
れ
る
も
の
を
中
心
に
、
そ
れ
ら
を
創
作
の
場
と
い
う
點
か
ら
分
・
整
理
し
、
個
々
の
詩
の
容
や
創
作
の
背
景
な
ど
に
つ
い
て
確
し
て
み
た
い
。
な
お
、
西
晉
武

期
の
侍
宴
詩
を
、
創
作
の
場
と
い
う
點
か
ら
分
す
る
と
、
お
お
む
ね
「
武

司
馬
炎
が

催
す
る
宴
席
で
の
作
」
、
「
皇
太
子
司
馬
衷
が
催
す
る
宴
席
で
の
作
」
、
「
皇
族
以
外
の
高
位
高
官
が
催
す
る
宴
席
で
の
作
」
の
三
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
四
、
武
司
馬
炎
が
催
す
る
宴
席
で
の
作
洛
陽
の
宮
の
中
の
東
北
の
隅
に
、
林
園
と
い
う
庭
園
が
あ
っ
た
。
も
と
も
と
魏
の
明

が
り
、
林
園
と
稱
し
て
い
た
が
、
曹
の
位
に
よ
り
、
「
」
の
字
を
「
」
に
改
め
た
と
言
う
（
２
）。
西
晉
の
武

は
、
こ
の
林
園
で
し
ば
し
ば
酒
宴
を
設
け
て
は
、
群
臣
に
詩
を
作
ら
せ
て
い
た
よ
う
で
、
現
存
の
詩
か
ら
は
泰
始
四
年
二
、
太
康
元
年
三
三
日
、
太
康
六
年
三
三
日
に
、
そ
の
よ
う
な
酒
宴
が
開
か
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
李
密
の
詩
の
例
か
ら
は
、
地
方
に
赴
任
す
る
臣
下
の
た
め
の
餞
の
酒
宴
が
武

の
催
で
開
か
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
《
泰
始
四
年
二
の
林
園
で
の
酒
宴
》
こ
の
時
の
酒
宴
に
つ
い
て
は
、
『
古
詩
紀
』
卷
二
十
三
に
收
め
る
應
貞
の
「
晉
武


林
園
集
詩
」
の
題
下
に
引
く
干
寶
の
『
晉
紀
』
に
、
以
下
の
よ
う
に
い
う
。
泰
始
四
年
二
、
上
幸
林
園
、
與
群
臣
宴
。
賦
詩
觀
志
。
散
騎
常
侍
應
貞
詩
最
美
。
西
晉
武

期
の
侍
宴
詩
に
つ
い
て
（
矢
田
）
3
〔
泰
始
四
年
二
、
上
林
園
に
幸
し
、
群
臣
と
宴
す
。
詩
を
賦
し
て
志
を
觀
る
。
散
騎
常
侍
の
應
貞
の
詩
最
も
美
な
り
。〕
應
貞
は
、
魏
の
侍
中
で
あ
っ
た
應
の
子
。
建
安
の
七
子
の
一
人
に
數
え
ら
れ
る
應
は
伯
父
に
あ
た
る
。
正
始
年
に
才
能
を
侯
玄
に
め
ら
れ
、
高
第
に
	げ
ら
れ
顯
位
を

任
し
、
泰
始
元
年
（
二
六
五
）、
西
晉
が
魏
よ
り
禪
讓
を
受
け
る
と
、
給
事
中
に
っ
た
。
そ
の
後
、
太
子
中
庶
子
を
經
て
散
騎
常
侍
に
り
、
泰
始
五
年
（
二
六
九
）
に
卒
し
た
（
３
）。
こ
の
時
の
應
貞
の
詩
は
、
部
で
九
章
か
ら
な
る
が
、
そ
の
中
か
ら
第
一
章
と
第
二
章
を
げ
て
み
よ
う
。
悠
悠
太
上
、
民
之
厥
初
、
皇
極
建
、
彝
倫
攸
、
五
更
、
膺
受
符
、
陶

謝
、
天
在
。
〔
悠
悠
た
る
太
上
、
民
の
厥
の
初
め
、
皇
極
め
て
建
ち
、
彝
倫
の
く
攸
な
り
、
五
は
更
は
る
が
は
る
り
、
を
膺 う
け
符
を
受
け
、
陶

に
謝 さ
り
て
、
天
は
に
在
り
。
（
一
章
）〕
於
時
上
、
乃
惟
眷
、
光
我
晉
祚
、
應
期
禪
、
位
以
龍
飛
、
文
以
虎
變
、
玄
澤
滂
流
、
仁
風
潛
、
區
宅
心
、
方
隅
囘
面
。
〔
於
あ
時
に
上
、
乃
ち
み
惟
れ
眷
み
、
我
が
晉
の
祚
を
光 かが
やか
し
、
期
に
應
じ
て
禪
を
る
、
位
は
以
っ
て
龍
の
ご
と
く
飛
び
、
文
は
以
っ
て
虎
の
ご
と
く
變
ず
、
玄
澤
は
滂
く
流
れ
、
仁
風
は
潛
く

ぎ
、
區
は
心
を
宅
き
、
方
隅
は
面
を
囘
ら
す
。
（
二
章
）〕
第
一
章
で
は
、
民
が
生
ま
れ
た
遙
か
太
古
よ
り
、
政
治
の
標
準
と
い
う
べ
き
廣
大
中
正
の
が
建
て
ら
れ
、
五
行
の
が
々
と
移
り
變
わ
る

理
に
從
っ
て
、
堯
か
ら
へ
と
天
子
の
位
が
讓
ら
れ
た
こ
と
を
詠
う
。
第
二
章
で
は
、
晉
が
魏
か
ら
禪
讓
を
受
け
た
こ
と
、
天
子
の
位
に
つ
い
た
武
の
恩
惠
が
天
下
に
あ
ま
ね
く
 び
、
國
の
外
と
も
に
そ
の
に
心
を
寄
せ
た
こ
と
を
詠
う
。「
位
以
龍
飛
、
文
以
虎
變
」
の
句
は
、『
!易
』
乾
の
「
飛
龍
在
天
、
利
見
大
人
〔
飛
龍
天
に
在
り
、
大
人
を
見
る
に
利 よ
し
〕
」
と
『
!易
』
革
の
「
大
人
虎
變
、
其
文
炳
也
〔
大
人
虎
の
ご
と
く
變
ず
、
其
の
文
は
炳 あき
らか
な
り
〕」
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
踏
ま
え
る
。
第
一
章
に
見
え
る
堯
か
ら
へ
の
禪
讓
に
つ
い
て
、
「
魏
と
晉
と
の
關
係
を
の
べ
る
た
め
で
あ
る
」
と
の
指
摘
が
あ
る
が
（
４
）、
正
し
く
は
「
"と
魏
と
の
關
係
を
の
べ
る
た
め
」
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
點
に
つ
い
て
は
、
魏
の
文
が
『
禮
記
』
禮
の
「
天
下
爲
公
」
と
い
う
理
念
に
基
づ
き
、
自
身
の
"魏
革
命
を
堯
革
命
に
準
え
て
正
統
#し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
西
晉
の
武
自
身
が
泰
始
元
年
$十
二
丙
寅
に
、
南
郊
で
祭
天
し
天
子
と
し
て
%位
し
た
折
り
に
、
「
"
↓魏
↓晉
の
禪
讓
」
を
「
堯
↓

↓禹
の
禪
讓
」
に
準
え
て
正
統
#し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る （
５
）。
つ
ま
り
應
貞
は
、
第
一
章
で
ま
ず
"魏
革
命
を
堯
革
命
に
準
え
て
そ
の
正
統
性
を
示
す
こ
と
で
、
第
二
章
で
さ
ら
に
魏
か
ら
禪
讓
を
受
け
た
西
晉
&
'の
正
統
性
を
示
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
魏
に
仕
え
て
い
た
頃
、
侯
玄
が
催
す
る
宴
席
で
は
五
言
で
詩
を
作
っ
て
い
た
應
貞
が
、
西
晉
の
武
が
催
す
る
宴
席
で
は
四
言
で
詩
を
作
っ
た
と
い
う
點
は
、
目
に
値
し
よ
う
。
お
そ
ら
く
酒
宴
の
催
側
の
意
向
を
汲
ん
で
の
詩
形
の
擇
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
魏
の
政
擔
當
と
西
晉
の
政
擔
當
と
の
詩
歌
に
對
す
る
	勢
の

い
が
見
て
取
れ
る
好
個
の
例
と
言
え
よ
う
。
應
貞
の
詩
の
ほ
か
に
、
泰
始
四
年
二
の
酒
宴
で
の
作
と
思
わ
れ
る
も
の
に
、
荀
「
從
武

林
園
宴
詩
」
が
あ
る
。
二
章
か
ら
な
る
詩
の
中
の
第
一
章
に
「
天
施
地
生
、
以
應
仲
春
〔
天
は
施
し
地
は
生
じ
、
以
っ
て
仲
春
に
應
ず
〕
」
と
い
う
句
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
そ
う
斷
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
詩
は
應
貞
の
詩
と
同
樣
、
四
言
の
作
で
、
麗
ら
か
な
仲
春
の
日
に
、
群
臣
た
ち
を
招
き
酒
宴
を
催
し
て
く
れ
た
武
の
を
讚
え
る
と
と
も
に
、
國
の
外
を
問
わ
ず
多
く
の
客
が
酒
宴
に
參
列
し
、
西
晉
の
天
下
の
太
を
謳
歌
す
る
樣
子
を
詠
っ
て
、
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

春
陽
、
出
乎
震
、
天
施
地
生
、
以
應
仲
春
、
思
文
皇
、
順
時
秉
仁
、
欽
靈
則
、
飮
御
嘉
、
洪
恩
普
暢
、
慶
乃
衆
臣
。
〔

た
り
春
陽
、
は
震
よ
り
出
づ
、
天
は
施
し
地
は
生
じ
、
以
っ
て
仲
春
に
應
ず
、
思 こ
れ
文
な
る
皇
、
時
に
順
ひ
仁
に
秉 し
た
がふ
、
欽
し
み
て
靈
則
に

し
た
がひ
、
嘉
を
飮
御
す
、
洪
恩
普
く
暢
べ
、
乃 な
ん
じが
衆
臣
を
慶
ば
し
む
。
（
一
章
）〕
其
慶
惟
何
、
錫
以

、
肆
覲
羣
后
、
有
客
止
、
外


、

卿
士
、
簫
管
詠
、
八
咸
理
、
凱
樂
飮
酒
、
莫
不
宴
喜
。
〔
其
の
慶
惟
れ
何
ぞ
、
錫 た
まふ
る
に
の

さ
い
わ
いを
を
以
っ
て
す
、
肆
ち
羣
后
を
覲
る
に
、
客
の

い
たり
止 い
たる
有
り
、
外
は

を
れ
、

は
卿
士
を

ま
ねく
、
簫
管
を
詠
じ
、
八

咸 み
な
理
あ
り
、
凱
樂
し
て
飮
酒
し
、
宴
喜
せ
ざ
る
莫
し
。
（
二
章
）〕
な
お
、
第
一
章
の
「
思
文
皇
」
句
は
、
『
詩
經
』
頌
「
思
文
」
の
「
思
文
后
稷
〔
思
れ
文
な
る
后
稷
〕」
を
踏
ま
え
、
第
二
章
の
「
凱
樂
飮
酒
」
句
は
、『
詩
經
』
小
「
魚
 」
の
「
豈
樂
飮
酒
〔
豈
樂
し
て
飮
酒
す
〕」
を
用
い
る
。
《
太
康
元
年
三
三
日
の
林
園
で
の
酒
宴
》
こ
の
時
の
作
と
思
わ
れ
る
も
の
に
、
!咸
の
「

"後
三
三
日
從

林
園
詩
」、
荀
の
「
三
三
日
從
林
園
詩
」、
王
濟
の
「

"後
三

三
日
林
園
詩
」
「
從
事
林
詩
」
が
#げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
詩
が
作
ら
れ
る
に
至
っ
た
經
$に
つ
い
て
は
、
『
北
堂
書
鈔
』
卷
一
三
二
「
%
&
部
一
・
'二
」
に
、
!咸
の
詩
の
序
が
あ
り
、
以
下
の
よ
う
に
言
う
。
原 マ
マ后
三
三
日
、
從
林
園
、
作
壇
宣
宮
、
張
朱
'。
有
詔
乃
羣
臣
。
西
晉
武
期
の
侍
宴
詩
に
つ
い
て
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〔
の
后
の
三
三
日
、
林
園
に
從
ひ
、
壇
宣
宮
を
作
り
、
朱
を
張
る
。
詔
有
り
て
乃
ち
羣
臣
を
く
。〕
咸
と
荀
	の
詩
は
五
言
の
作
で
あ
り
、
咸
は
そ
の
詩
に
お
い
て
、
皇

升
龍
舟
、
待 マ
マ幄
十
二
人
、
天
奏
安
流
、
水
伯
衞

津
。
〔
皇


龍
舟
に
升
り
、
幄
に
侍
る
は
十
二
人
、
天
は
安
ら
か
な
る
流
れ
を
奏 な
し
、
水
伯
は

津
を
衞
る
。〕
と
、
皇

が
十
二
人
の
お
供
を
れ
て
船
に
乘
れ
ば
、

の
天
も
水
の
水
伯
も
、
そ
の
行
く
手
を
安
な
も
の
に
す
る
と
詠
い
、
一
方
の
荀
	は
、
三
三
日
に
は
川
邊
に
臨
ん
で
禊
ぎ
を
し
、
身
に
つ
い
た
汚
れ
を
拂
う
と
い
う
當
時
の
風
を
踏
ま
え
、
皇

が
禊
ぎ
を
す
る
さ
ま
を
詠
っ
て
、
以
下
の
よ
う
に
言
う
。
な
お
、「
姑
洗
」
は
、

三
の
名
。

中
季
春
、
姑
洗
滯
塞
、
玉
輅
扶
池
、
臨
川
蕩
苛
慝
。
〔


季
春
に
中 あ
たり
、
姑
洗
滯
塞
を
ず
、
玉
輅
池
に
扶
へ
、
川
に
臨
み
て
苛
慝
を
蕩 は
らふ
。〕
こ
れ
ら
の
例
か
ら
、
西
晉
の
武

が
催
す
る
酒
宴
の
席
に
お
い
て
も
、
五
言
の
詩
が
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
た
だ
し
、
西
晉
武

期
に
お
け
る
五
言
の
侍
宴
詩
の
現
存
か
ら
み
て
、
こ
れ
は
極
め
て
稀
な
例
と
思
わ
れ
、
に
げ
る
王
濟
の
二
首
の
詩
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
や
は
り
四
言
で
の
詩
作
が
例
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
そ
の
王
濟
の
詩
を
見
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
四
句
の
み
を
今
日
に
傳
え
る
「
從
事
林
詩
」
で
は
、
木
が
る
林
園
、
美
し
く
そ
び
え
立
つ
疎
圃
と
い
う
名
の
宮
殿
、
そ
こ
で
催
さ
れ
た
酒
宴
に
整
然
と
參
列
す
る
群
臣
の
端
整
な
樣
子
を
い
て
、
鬱
鬱
林
、
奕
奕
疎
圃
、
燕
彼
羣
后
、
郁
郁
有
序
。
〔
鬱
鬱
た
り
林
、
奕
奕
た
り
疎
圃
、
彼
の
羣
后
に
燕
し
、
郁
郁
と
し
て
序
有
り
。〕
と
詠
い
、
「

後
三
三
日
林
園
詩
」
で
は
、
物
を
む
さ
ぼ
る
大
蛇
の
よ
う
に
領
土
を

 す
る
を
打
ち
破
っ
た
武

を
讚
え
た
う
え
で
、
嚴
か
に
行
わ
れ
る
林
園
で
の
酒
宴
の
樣
子
を
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
詠
う
。蠢
爾
長
蛇
、
荐
 江
!、
我
皇
武
、
汎
舟
萬
里
、
"雷
電
邁
、
弗
#掩
耳
、
思
樂
林
、
$采
其
%、
皇
居
&則
、
'園
(觀
、
仁
以
山
)、
水
爲
知
歡
、
池
流
*、
祕
樂
玄
、
脩
+灑
鱗
、
大
庖
妙
饌
、
物
以
時
序
、
,以
-宣
、
.
/且
克
、
有
肅
初
筵
、
嘉
0在
1、
千
祿
永
年
。
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〔
蠢
爾
た
る
長
蛇
、
江
に
荐
す
、
我
が
皇
い
な
る
武
、
舟
を
萬
里
に
汎
ぶ
、
雷
電
の
ご
と
く
邁
き
、
耳
を
掩
ふ
に
ば
ず
、
思 こ
こに
林
に
樂
し
み
、
か
其
の
	を
采
る
、
皇
居
は

則
に
し
て
、
園
は
觀
な
り
、
仁
は
山
を
以
っ
て
び
、
水
は
知
の
歡
び
と
爲
る
、
池
に
を
流
し
、
祕
樂
玄
に
ず
、
脩
も
て
鱗
に
灑 な
げ
、
大
庖
妙
饌
あ
り
、
物
は
時
を
以
っ
て
序
し
、
は
を
以
っ
て
宣
ぶ
、

す
でに
に
し
て
且
つ
克
た
り
、
肅
た
る
初
筵
有
り
、
嘉

こ
に
在
り
、
千
祿
永
年
な
ら
ん
。〕
な
お
、「
思
樂
林
、
采
其
	」
の
句
は
、『
詩
經
』
魯
頌
「
水
」
の
「
思
樂
水
、
采
其
〔
思
に
水
に
樂
し
み
、
か
其
の
を
采
る
〕」
を
踏
ま
え
る
。
ま
た
、「
仁
以
山
、
水
爲
知
歡
」
の
句
は
、『
論
語
』
雍
也
の
「
知

樂
水
、
仁
樂
山
〔
知
は
水
を
樂
し
み
、
仁
は
山
を
樂
し
む
〕
」
を
踏
ま
え
る
。
酒
宴
の
參
列
が
仁
や
知
ば
か
り
で
あ
る
こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、「

且
克
」
の
句
は
、『
詩
經
』
小
「
小
宛
」
の
「
人
之
齊
、
飮
酒
克
〔
人
の
齊
な
る
は
、
酒
を
飮
む
も
克
な
り
〕
」
と
『
詩
經
』
風
「
燕
燕
」
の
「

且
惠
〔
に
に
し
て
且
つ
惠
な
り
〕」
を
踏
ま
え
、
「
有
肅
初
筵
」
の
句
は
『
詩
經
』
小
「
之
初
筵
」
の
「
之
初
筵
、
左
右
秩
秩
〔
の
初
筵
、
左
右
は
秩
秩
た
り
〕」
を
踏
ま
え
る
。
「
克
」
は
、
酒
に
醉
っ
て
も
穩
や
か
さ
を
保
て
る
こ
と
を
言
う
。
酒
に
醉
っ
て
も
決
し
て
亂
れ
る
こ
と
の
な
い
、
整
然
と
秩
序
が
保
た
れ
た
酒
宴
で
あ
る
こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
《
太
康
六
年
三
三
日
の
林
園
で
の
酒
宴
》
こ
の
時
の
詩
に
、
張
の
「
太
康
六
年
三
三
日
後
園
會
詩
」
が
あ
る
。
張
は
、
賈
充
や
荀
な
ど
群
臣
の
多
く
が
反
對
す
る
中
、
彼
だ
け
が
 
の
討
伐
に
贊
!し
た
こ
と
か
ら
、
咸
"五
年
（
二
七
九
）
に
度
支
#書
に
$擢
さ
れ
、
さ
ら
に
 の
滅
%後
、
そ
の
功
績
を
讚
え
ら
れ
て
太
康
元
年
（
二
八
〇
）
に
廣
武
縣
侯
に
封
ぜ
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
才
能
を
&ん
だ
荀
の
讒
言
と
、「
後
事
を
誰
に
託
す
べ
き
か
」
と
の
武
'の
質
問
に
、
皇
太
子
の
司
馬
衷
の
名
で
は
な
く
、
齊
王
の
司
馬
攸
の
名
を
(げ
た
こ
と
が
引
き
金
と
な
り
、
太
康
三
年
（
二
八
二
）
に
)督
幽
州
*軍
事
・
烏
桓
校
尉
・
安
北
將
軍
と
し
て
、
地
方
に
轉
出
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
三
年
後
の
太
康
六
年
（
二
八
五
）
に
太
常
と
し
て
中
央
に
復
歸
す
る
（
６
）。
「
太
康
六
年
三
三
日
後
園
會
詩
」
は
、
+部
で
四
章
か
ら
な
る
が
、
そ
の
第
四
章
に
見
え
る
「
忝
恩
于
外
、
攸
攸
三
期
〔
恩
を
外
に
忝
く
し
、
攸
攸
た
る
こ
と
三
期
な
り
〕
」
と
い
う
句
は
、
そ
の
,の
經
-を
表
現
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
第
三
章
に
「
朱
.雲
/〔
朱
.は
雲
の
ご
と
く
/ふ
〕
」
と
あ
り
、
0
1の
2咸
の
詩
の
序
に
「
張
朱
.〔
朱
.を
張
る
〕
」
と
あ
る
の
と
景
が
一
3す
る
こ
と
か
ら
、
詩
題
に
見
え
る
「
後
園
」
も
ま
た
林
園
を
指
す
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
西
晉
武
'期
の
侍
宴
詩
に
つ
い
て
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春
元
日
、
陽
氣
明
、
祁
祁
甘
雨
、
膏
澤
流
盈
、


風
、
滯
生
、
禽
鳥

	、
卉
木

榮
、
纖
條
被
、

含
。
〔
春
の
元
日
、
陽
氣
は
明
た
り
、
祁
祁
た
る
甘
雨
、
膏
澤
流
れ
盈
つ
、

た
る
風
、
滯
を
き
生
を
く
、
禽
鳥
け
る
こ
と
	く
、
卉
木

榮
す
、
纖
條
を
被
り
、



を
含
む
。
（
一
章
）〕
於
皇
我
后
、
欽
昊
乾
、
順
時
省
物
、
言
觀
中
園
、
讌
羣
辟
、
乃
命
乃
、
合
樂
池
、
祓

川
、
汎
彼
龍
舟
、
泝
游
洪
源
。
〔
於
あ
皇
い
な
る
我
が
后
、
欽
し
み
て
昊
乾
に

し
た
がふ
、
時
に
順
ひ
物
を
省
み
、
言
に
中
園
を
觀
る
、
讌
は
羣
辟
に
び
、
乃
ち
命
じ
乃
ち

ま
ねく
、
樂
を
池
に
合
は
せ
、
川
に
祓 は
らひ
ふ
、
彼
の
龍
舟
を
汎
べ
、
泝
り
て
洪
源
に
游
ぶ
。
（
二
章
）〕
朱
雲
、
列
坐
文
茵
、
觴
波
、
品
物
備
珍
、
管
絃
會
、
變
用
奏
新
、
穆
穆
我
皇
、
臨
下
渥
仁
、
訓
以
惠
、
詢
廣
、
好
樂
無
、

無
垠
。
〔
朱
は
雲
の
ご
と
く
ひ
、
列
び
て
文
茵
に
坐
す
、
觴
は
波
に
り
、
品
物
は
珍
を
備
ふ
、
管
絃
會
し
、
變
は
る
が
は
る
用
っ
て
新
を
奏
す
、
穆
穆
た
る
我
が
皇
、
下
に
臨
み
て
仁
を
渥 あ
つく
す
、
訓
ふ
る
に
惠
を
以
っ
て
し
、
詢
し
て
を
廣
く
す
、
樂
を
好
む
も
る
る
こ
と
無
く
、
の
す
る
こ
と
垠 か
ぎり
無
し
。
（
三
章
）〕
咨
予
臣
、
寵
明
時
、
忝
恩
于
外
、
攸
攸
三
期
、
犬
馬
惟
 、
天
實
爲
之
、
靈
其
願
、
遐
願
在
!、
于
以
表
"、
爰
#斯
詩
。
〔
咨
あ
予
は
臣
な
る
も
、
寵
を
明
時
に
ふ
、
恩
を
外
に
忝
く
し
、
攸
攸
た
る
こ
と
三
期
な
り
、
犬
馬
の
ご
と
く
惟 こ
れ
 ふ
れ
ば
、
天
は
實
に
之
れ
を
爲
す
、
靈
は
其
の
願
ひ
を
き
、
遐
か
に
!こ
に
在
ら
ん
こ
と
を
願
ふ
、
于
に
以
っ
て
"を
表
し
、
爰
に
斯
の
詩
を
#す
。
（
四
章
）〕
第
一
章
で
は
、
麗
ら
か
な
陽
氣
、
靜
か
に
$る
惠
み
の
雨
、
穩
や
か
に
吹
き
寄
せ
る
風
、
空
を
る
鳥
、
色
に
%吹
く
柳
の
枝
、
ふ
く
ら
み
を
&す
'の
蕾
な
ど
、
天
候
に
惠
ま
れ
生
命
力
に
滿
ち
た
春
三
(の
"景
を
詠
う
。
こ
の
よ
う
な
良
好
な
天
候
に
惠
ま
れ
る
の
は
、
ひ
と
え
に
天
下
に
安
)を
も
た
ら
し
て
い
る
武
*の
治
世
の
賜
で
あ
る
と
暗
に
讚
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
第
二
章
で
は
、
武
*が
酒
宴
を
開
い
て
群
臣
を
招
き
、
管
弦
の
+が
鳴
り
,く
中
、
三
(三
日
の
風
で
あ
る
水
邊
で
の
禊
ぎ
を
し
た
後
で
、
龍
舟
を
-か
べ
て
.覽
す
る
さ
ま
を
詠
う
。
第
三
章
で
は
、
珍
味
が
竝
び
管
弦
が
奏
で
ら
れ
る
酒
宴
の
に
ぎ
わ
い
と
し
み
の
心
で
群
臣
と
接
す
る
武
*に
對
す
る
稱
贊
を
詠
う
。
第
四
章
で
は
、
三
年
/の
地
方
0務
を
經
て
、
再
び
中
央
に
呼
び
1し
て
頂
け
た
こ
と
へ
の
感
謝
の
念
を
詠
う
。
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《
東
堂
に
お
け
る

の
酒
宴
》
武
が
催
す
る
宴
席
で
の
作
に
、
上
の
林
園
に
お
け
る
宴
席
で
の
作
の
ほ
か
に
、
李
密
の
「
賜
餞
東
堂
詔
令
賦
詩
」
が
あ
る
。
李
密
は
、
も
と
も
と
蜀
に
仕
え
て
い
た
人
で
、
蜀
が
定
さ
れ
て
以
後
、
太
子
洗
馬
と
し
て
西
晉
に
仕
え
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
後
、
	縣
の
令
に
轉
出
す
る
。
中
央
へ
の
轉
屬
を

ん
だ
も
の
の
、


に
彼
を
支
す
る
が
お
ら
ず
、
結
局
の
と
こ
ろ
中
太
守
に
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
李
密
の
「
賜
餞
東
堂
詔
令
賦
詩
」
は
、
中
太
守
と
し
て
赴
任
す
る
李
密
の
た
め
に
、
武
が
東
堂
で
餞
の
宴
を
催
し
た
折
り
に
、
武
の
命
に
應
じ
て
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。

詩
と
稱
さ
れ
る
詩
の
一
つ
で
、
四
言
の
六
句
が
今
に
傳
わ
る
。
人
亦
有
言
、
有
因
有
、
官
無
中
人
、
不
如
歸
田
、
明
明
在
上
、
斯
語
豈
然
。
〔
人
も
亦
た
言
ふ
有
り
、
因
有
り
有
る
も
、
官
に
中
人
無
く
ん
ば
、
田
に
歸
る
に
如
か
ず
、
明
明
上
に
在
り
、
斯
の
語
豈
に
然
ら
ん
や
〕
と
こ
ろ
が
、
中
央
へ
の
轉
屬
が
わ
な
か
っ
た
不
滿
を
、
こ
の
よ
う
に
詩
で
訴
え
た
た
め
、
武
の
鱗
に
觸
れ
官
と
な
り
、
最
後
は
家
で
卒
し
た
と
言
う
（
７
）。
五
、
皇
太
子
司
馬
衷
が
催
す
る
宴
席
で
の
作
皇
太
子
司
馬
衷
が
催
す
る
宴
席
で
の
作
と
し
て
は
、
王
濬
の
「


應
令
詩
」
、
王
讚
の
「
三
三
日
詩
」
「
侍
皇
太
子
宴
始
王
詩
」
「
侍
皇
太
子

楚
淮
南
二
王
詩
」「
皇
太
子
會
詩
」
が
げ
ら
れ
る
。
《
王
濬
の
「

應
令
詩
」》
王
濬
は
、
太
康
元
年
（
二
八
〇
）
正
に
、

よ
り
水
軍
を
い
て
長
江
を
下
り
、
々
と
の
軍
を
破
り
、
同
年
三
に
石
頭
に
入
っ
て
、
孫
晧
を

さ
せ
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
、
そ
の
後
、
官
は
撫
軍
大
將
軍
、
開
府
儀
同
三
司
に
至
り
、
太
康
六
年
（
二
八
六
）
に
卒
し
た
（
８
）
詩
題
に
「
應
令
」
と
あ
る
こ
と
と
王
濬
の
卒
年
か
ら
、
こ
の
詩
が
皇
太
子
司
馬
衷
の
命
に
應
じ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
「

」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
地
方
に
赴
く
王
濬
の
た
め
に
催
さ
れ
た
宴
會
で
の
作
か
と
思
わ
れ
る
。
 部
で
十
二
句
か
ら
な
り
、
ま
ず
!段
の
四
句
で
は
、
東
宮
に
は
太
子
太
保
や
太
子
太
傅
を
は
じ
め
優
れ
た
輔
佐
の
臣
が
多
い
こ
と
を
べ
、
の
中
段
の
四
句
で
は
、
一
人
の
輔
佐
の
み
に
"る
こ
と
な
く
、
廣
く
意
見
を
求
め
よ
と
、
そ
し
て
後
段
の
四
句
で
は
、
堯
の
#を
繼
承
し
そ
の
$風
を
永
%に
傳
え
て
い
く
よ
う
に
心
掛
け
よ
と
、
別
れ
際
に
&え
'す
か
の
よ
う
に
詠
う
。
侯
誰
在
矣
、
東
宮
(
(、
曰
保
曰
傅
、
弘
維
新
、
西
晉
武
期
の
侍
宴
詩
に
つ
い
て
（
矢
田
）
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疑
協
衡
、
問
輪
、
豈
伊
張
仲
、
專
美
津
、
渙
乎

、
欽
在
四
鄰
、
齊
軌
上
、
永
垂
塵
。
〔
侯 こ
こに
誰
か
在
る
、
東
宮
	
	た
り
、
保
と
曰
ひ
傅
と
曰
ふ
、


を
弘
め
て
維
れ
新
た
な
り
、
疑
衡
を
協 た
すく
る
も
、
み
て

輪
に
問
は
れ
よ
、
豈
に
伊
れ
張
仲
、
專
ら
津
の
み
を
美
と
せ
ん
や
、
渙
乎
た
り
の
、
欽
し
み
て
四
鄰
に
在
り
、
軌
を
上

に
齊
し
く
し
、
永
く
塵
を
垂
れ
よ
。〕
な
お
、「
侯
誰
在
矣
」
の
句
と
「
豈
伊
張
仲
」
の
句
に
つ
い
て
は
、『
詩
經
』
小
「
六
」
の
「
侯
誰
在
矣
、
張
仲
孝
友
〔
侯
に
誰
か
在
る
、
張
仲
の
孝
友
な
る
〕
」
を
踏
ま
え
て
い
よ
う
。
張
仲
は
、
の
宣
王
の
輔
佐
の
臣
。
ま
た
、
五
句
目
に
見
え
る
「
疑
」
は
、
後
左
右
に
侍
る
輔
佐
の
臣
の
一
人
。
そ
れ
ぞ
れ
「
疑
」「
後
丞
」「
左
輔
」「
右
弼
」
と
い
う
。
中
段
の
四
句
は
解
で
あ
る
が
、
ひ
と
ま
ず
先
の
よ
う
に
解
釋
し
て
お
く
。
《
王
讚
の
「
三
三
日
詩
」
ほ
か
三
首
》
王
讚
は
、
太
康
年
に
太
子
舍
人
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
（
９
）、
以
下
に

げ
る
四
首
の
詩
は
、
司
馬
衷
の
東
宮
で
催
さ
れ
た
宴
會
で
の
作
と
斷
さ
れ
る
。
ま
ず
、「
三
三
日
詩
」
か
ら
見
て
み
よ
う
。
招
搖

、

代
新
、

不
舍
、
如
彼
行
雲
、
猗
猗
季
、
穆
穆
和
春
、
皇
儲
止
、
宴
嘉
、
嘉
伊
何
、
惟
姻
族
、
如
彼
葛
、
衍
于
樛
木
、
郁
郁
侍
、
巖
巖
臺
嶽
、
庶
寮
鱗
、
以
崇
天
祿
、
如
彼
崑
山
、
列
此
玉
、
巍
巍
天
階
、
亦
列
宿
、
右
載
元
首
、
左
光
儲
副
、
大
祚
無
窮
、
天
地
爲
壽
。
〔
招
搖
を
き
、


代
は
る
が
は
る
新
た
な
り
、

と
し
て
舍
か
ざ
る
こ
と
、
彼
の
行
雲
の
如
し
、
猗
猗
た
る
季
、
穆
穆
た
る
和
春
、
皇
儲
り
止 い
たり
、
宴
は
嘉
に
ぶ
、
嘉
は
伊
れ
何
ぞ
、
惟
の
姻
族
を
ふ
る
こ
と
、
彼
の
葛
の
、
樛
木
に
衍 は
び
こる
が
如
し
、
郁
郁
た
る
侍
、
巖
巖
た
る
臺
嶽
、
庶
寮
鱗
の
ご
と
く

な
らび
、
以
っ
て
天
祿
を
崇
ぶ
こ
と
、
彼
の
崑
山
の
、
此
の
玉
を
列
ね
、
巍
巍
た
る
天
階
の
、
亦
た
列
宿
を
す
が
如
し
、
右
に
は
載
ち
元
首
、
左
に
は
儲
副
を
光
か
す
、
大
祚
は
窮
り
無
く
、
天
地
を
壽
と
爲
す
。〕
頭
の
八
句
で
は
、
時
の
流
れ
は
止
ま
る
こ
と
な
く
、
秩
序
正
し
く
季
 が
移
り
、
穩
や
か
な
季
春
三
三
日
の
 句
を
!え
、
東
宮
に
て
皇
太
子
"催
の
宴
會
が
開
か
れ
た
こ
と
が
詠
わ
れ
る
。
中
段
の
十
二
句
で
は
、
皇
太
子
の
ま
わ
り
を
取
り
圍
む
よ
う
に
集
ま
っ
て
く
れ
た
親
族
や
整
然
と
竝
ぶ
群
臣
な
ど
、
列
席
#の
樣
子
が
詠
わ
れ
る
。
「
如
彼
葛
、
衍
于
樛
木
」
の
句
は
、『
詩
經
』
南
「
樛
木
」
の
「
南
有
樛
木
、
葛

$之
〔
南
に
樛
木
有
り
、
葛

之
れ
に
$
ま
と
ふ
〕
」
を
踏
ま
え
る
。
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
九
集
10
そ
し
て
末
尾
の
四
句
で
は
、
「
右
載
元
首
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
は
武
も
招
か
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
、
皇
と
皇
太
子
の
長
壽
を
言
ぐ
言
で
締
め
く
く
る
。
春
に
開
か
れ
た
皇
太
子
催
の
宴
會
で
の
作
と
い
う
點
で
は
、
「
皇
太
子
會
詩
」
も
ま
た
同
樣
で
あ
る
。
詩
は
四
句
の
み
を
傳
え
、
以
下
の
よ
う
に
詠
う
。
玄
陰
受
謝
、
陽
號
、
氣
以
升
新
、
光
以
永
照
。
〔
玄
陰
謝 さ
る
を
受
け
、
陽
號
を
く
、
氣
は
以
っ
て
新
を
升
ら
し
め
、
光
は
以
っ
て
永
く
照
ら
す
。〕
に
、
「
侍
皇
太
子
宴
始
	王
詩
」
に
つ
い
て
。
こ
の
詩
は
、
始
	王
の
た
め
に
皇
太
子
が
催
し
た
宴
會
に
同
席
し
た
折
り
の
作
で
あ
る
。
始
	
王
と
は
、
皇
太
子
（
司
馬
衷
）
の
弟
で
あ
り
、
後
に
楚
王
と
な
る
司
馬


の
こ
と
（
）。
詩
は
、
兄
弟
の
仲
が
睦
ま
じ
い
こ
と
、
そ
の
輝
か
し
い
が
普
く
天
下
に
ん
で
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
兄
弟
の
仲
が
睦
ま
じ
い
こ
と
が
、
ひ
い
て
は
國
家
の
安
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
詠
っ
て
、
以
下
の
よ
う
に
言
う
。


胤
、
繼
明
重
體
、
樂
此
棠
棣
、
其
甘
如
薺
、
我
有
嘉
宴
、
以
洽
百
禮
、
煌
煌
同
族
、
藹
藹
王
僚
、
惟
中
惟
外
、
如
瓊
如
瑤
、
湛
湛
雲
、
靡
不
、
玄

綴
、
文
綵
、
政
以
和
、
樂
以
安
奏
、
一
人
有
慶
、
萬
邦
是
。
〔

た
る
胤
、
明
を
繼
ぎ
體
を
重
ぬ
、
此
の
棠
棣
を
樂
し
み
、
其
の
甘
き
こ
と
薺
の
如
し
、
我
れ
に
嘉
宴
有
り
、
以
っ
て
百
禮
を
洽 と
と
のふ
、
煌
煌
た
る
同
族
、
藹
藹
た
る
王
僚
、
惟
れ
中
に
し
て
惟
れ
外
な
る
も
、
瓊
の
如
く
瑤
の
如
し
、
湛
湛
た
る
雲
、
は
は
ざ
る
靡
し
、
玄

綴
る
、
文
は
綵
を
す
、
政
は
を
以
っ
て
和 や
わら
ぎ
、
樂
は
安
ら
か
な
る
を
以
っ
て
奏
す
、
一
人
慶
有
れ
ば
、
萬
邦
是
れ

さ
い
わ
いな
り
。〕
「
樂
此
棠
棣
」
の
句
は
、『
詩
經
』
小
「
常
棣
」
の
「
常
棣
之
、
鄂
不

、
凡
今
之
人
、
莫
如
兄
弟
〔
常
棣
の
、
鄂
不

た
り
、
凡
そ
今
の
人
、
兄
弟
に
如
く
は
莫
し
〕」
を
踏
ま
え
る
。「
棠
棣
」
は
「
常
棣
」
に
同
じ
、
兄
弟
の
助
け
合
う
こ
と
の
喩
え
。「
其
甘
如
薺
」
の
句
も
ま
た
、
『
詩
經
』
風
「
谷
風
」
に
「
誰
謂
荼
、
其
甘
如
薺
、
宴
爾
新
昏
、
如
兄
如
弟
〔
誰
か
謂
ふ
荼
は
き
と
、
其
の
甘
き
こ
と
薺
の
如
し
、
爾
が
新
昏
を
宴
し
、
兄
の
如
く
弟
の
如
し
〕」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。
ま
た
、「
我
有
嘉
宴
」
の
句
は
、『
詩
經
』
小
「
鹿
鳴
」
の
「
我
有
嘉
〔
我
れ
に
嘉
有
り
〕」
を
踏
ま
え
、「
以
洽
百
禮
」
の
句
は
、『
詩
經
』
小
「
之
初
筵
」
に
見
え
る
句
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
政
以
和
、
樂
以
安
奏
」
の
句
は
、『
禮
記
』
樂
記
の
「
治
世
之
 安
以
樂
、
其
政
和
〔
治
世
の
 は
安
ら
か
に
し
て
以
っ
て
樂
し
む
、
西
晉
武
期
の
侍
宴
詩
に
つ
い
て
（
矢
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其
の
政
和 や
わら
げ
ば
な
り
〕」
を
踏
ま
え
て
い
よ
う
。
最
後
に
「
侍
皇
太
子

楚
淮
南
二
王
詩
」
に
つ
い
て
。
太
康
十
年
（
二
八
九
）
十
一
に
始
王
の
司
馬
は
楚
王
と
な
り
、
濮
陽
王
の
司
馬
允
は
淮
南
王
と
な
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
國
に
赴
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た （
）。
司
馬
と
司
馬
允
は
、
い
ず
れ
も
皇
太
子
司
馬
衷
の
弟
に
あ
た
る
。
こ
の
詩
は
、
二
人
の
王
の
立
ち
に
際
し
て
、
皇
太
子
が
開
い
た
酒
宴
に
同
席
し
た
折
り
の
作
で
あ
る
。
四
句
ご
と
に
、
西
晉
	

の
正
統
性
に
對
す
る
讚
美
、
武
の
命
に
よ
り
二
人
の
弟
が
領
國
を
授
け
ら
れ
た
經
、
皇
太
子
に
よ
る
弟
た
ち
へ
の
餞
の
酒
宴
の
開
催
、
皇
太
子
の
弟
た
ち
に
對
す
る
惜
別
の
な
ど
を
詠
っ
て
、
以
下
の
よ
う
に
言
う
。
於
明
晉
、
仰
統
天
、
易
以
明
險
、
以
識
阻
、
彼
羣
慮
、
俾
侯
授
土
、
郁
郁
二
王
、
祗
承
皇
命
、
睹
離
鑒
親
、
觀
禮
知
、
皇
儲
會
、
于
公
姓
、
瞻
彼
行
役
、
竝
憩
同
林
、
分
塗
殊
軌
、
靡
不
迴
心
。
〔
於
あ
明
ら
か
な
る
晉
、
仰
ぎ
て
天
を
統
ぶ
、
易 い
に
し
て
以
っ
て
險
を
明
ら
か
に
し
、
に
し
て
以
っ
て
阻
を
識
る
、
彼
の
羣
慮
を
め
、
侯
を
し
て
土
を
授
け
し
む
、
郁
郁
た
る
二
王
、
祗
し
み
て
皇
命
を
承
く
、
離
れ
ん
と
す
る
を
睹
て
親
を
鑒
み
、
禮
を
觀
て
ん
な
る
を
知
る
、
皇
儲
會
に
り
、
公
姓
を
く
、
彼
の
役
に
行
か
ん
と
す
る
を
瞻
て
、
竝
び
に
憩
ひ
林
を
同
じ
う
す
、
塗
を
分
か
ち
軌
を
殊
に
す
る
も
、
心
を
迴
ら
さ
ざ
る
靡
し
。〕
な
お
、
「
易
以
明
險
、
以
識
阻
」
の
句
は
、
『
易
』
繋
辭
下
傳
に
「
行
恆
易
以
知
險
〔
行
は
恆
に
易
に
し
て
以
っ
て
險
を
知
る
〕」
お
よ
び
「
行
恆
以
知
阻
〔
行
は
恆
に
に
し
て
以
っ
て
阻
を
知
る
〕
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。
六
、
皇
族
以
外
の
高
位
高
官
が
催
す
る
宴
席
で
の
作
西
晉
武
期
の
侍
宴
詩
の
う
ち
、
皇
族
以
外
の
高
位
高
官
が
催
す
る
宴
席
で
の
作
と
し
て
は
、
孫
楚
の
「
會
王
侍
中
座
上
詩
」
が
あ
る
。
詩
題
の
王
侍
中
と
は
、
侍
中
の
官
に
あ
っ
た
王
濟
の
こ
と
。
孫
楚
は
、
王
濟
と
同
じ
く
太
原
の
人
で
、
王
濟
が
州
大
中
正
の
時
に
、
孫
楚
の
人
物
定
を
訪
問
に
任
せ
ず
に
、
王
濟
自
ら
が
行
っ
て
「
天
下

、
亮
不
羣
〔
天
下
の

、
亮
に
き
ん
で
て
羣
れ
ず
〕
」
と
し
た
こ
と
か
ら
、
常
に
王
濟
を

し
て
い
た
と
言
う
（
）。
一
方
、
王
濟
は
王
渾
の
子
で
、
武
の
娘
の
常
山
公
を
娶
り
、
武

と
は
姻
戚
關
係
に
あ
っ
た
。
王
濟
の
侍
中
加
官
に
つ
い
て
、
『
晉
書
』
卷
四
十
二
「
王
濟
傳
」
に
は
、
母
親
の
喪
が
あ
け
、
驍
騎
將
軍
と
し
て
官
界
に
復
歸
し
た
後
と
、
齊
王
司
馬
攸
の
領
國
へ
の
赴
任
を
や
め
る
よ
う
陳

し
た
た
め
、
國
子
祭
酒
に
左
と
な
っ
た
太
康
三
年
（
二
八
二
）
か
ら
數
年
を
經
 し
た
後
の
二
箇
!に
記
載
が
見
ら
れ
る
。
年
二
十
、
"家
拜
中
書
#、
以
母
憂
去
官
。
"爲
驍
騎
將
軍
、
累
侍
中
。
…
…
齊
王
攸
當
之
$、
濟
%陳
&、
…
…
以
忤
旨
、
左

中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
九
集
12
國
子
祭
酒
、
常
侍
如
故
。
數
年
、
入
爲
侍
中
。
…
…
出
爲
河
南
尹
、
未
拜
、
坐
鞭
王
官
吏
官
。
…
…
使
白
衣
領
太
僕
。
年
四
十
六
、
先
渾
卒
。
〔
年
二
十
に
し
て
、
家
し
て
中
書
を
拜
す
る
も
、
母
の
憂
ひ
を
以
っ
て
官
を
去
る
。
ち
て
驍
騎
將
軍
と
爲
り
、
侍
中
に
累
す
。
…
…
齊
王
攸
の
に
之
く
に
當
た
り
、
濟
に
陳
	し
、
…
…
旨
に
忤
ふ
を
以
っ
て
、
國
子
祭
酒
に
左
せ
ら
る
る
も
、
常
侍
は
故
の
如
し
。
數
年
、
入
り
て
侍
中
と
爲
る
。
…
…
出
で
て
河
南
尹
と
爲
る
も
、
未
だ
拜
せ
ず
し
て
、
王
の
官
吏
を
鞭
つ
に
坐
し
て
官
を
ぜ
ら
る
。
…
…
い
で
白
衣
を
し
て
太
僕
を
領
せ
し
む
。
年
四
十
六
、
渾
に
先
ん
じ
て
卒
す
。〕
た
だ
し
、
「
爲
驍
騎
將
軍
、
累
侍
中
」
の
「
侍
中
」
は
、
そ
の
後
に
「
左
國
子
祭
酒
、
常
侍
如
故
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
正
し
く
は
「
散
騎
常
侍
」
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
孫
楚
の
「
會
王
侍
中
座
上
詩
」
は
、
王
濟
が
散
騎
常
侍
の
官
を
加
え
ら
れ
た
ま
ま
國
子
祭
酒
に
左
さ
れ
た
太
康
三
年
（
二
八
二
）
か
ら
數
年
を
經
て
、
侍
中
と
な
っ
て
以

、
王
濟
の
催
す
る
宴
會
に
招
か
れ
た
折
り
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
詩
は
、
四
句
の
み
を
傳
え
る
。
頭
に
、
『
詩
經
』
小
「
湛
露
」
の
「
顯
允
君
子
、
莫
不
令
〔
顯
允
た
る
君
子
、
令
あ
ら
ざ
る
は
莫
し
〕」
と
い
う
句
を
踏
ま
え
、
侍
中
と
な
っ
た
王
濟
を
讚
え
て
、
以
下
の
よ
う
に
言
う
。
顯
允
君
子
、
時
惟
邵
、
玄
貂
左
移
、



。
〔
顯
允
た
る
君
子
、
時
に
惟
れ
邵
た
り
、
玄
貂
左
に
移
り
、


き
を
す
。〕
皇
の
側
で
あ
る
侍
中
と
散
騎
常
侍
の
冠
に
は
、
貂
の
毛
と
の

が
り
と
し
て
付
け
ら
れ
て
い
た
が
、
侍
中
の
冠
は
貂
を
左
側
に
、
散
騎
常
侍
の
冠
は
貂
を
右
側
に
っ
て
い
た
と
言
う
（
）。
詩
に
、
「
玄
貂
左
移
〔
玄
貂
左
に
移
る
〕」
と
あ
る
の
は
、
右
側
に
ら
れ
て
い
た
貂
の
り
が
左
側
に
移
っ
た
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
散
騎
常
侍
か
ら
侍
中
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
、
『
晉
書
』
の
記
載
に
つ
い
て
の
先
の
修
正
が
當
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
て
い
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
孫
楚
に
は
こ
の
ほ
か
に
も
王
濟
が
催
す
る
酒
宴
で
の
作
が
あ
る
。
「
太
僕
座
上
詩
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
二
句
目
に
「
出
尹
京
畿
〔
出
で
て
京
畿
に
尹
た
り
〕」
と
、
そ
し
て
三
句
目
に
「
迴
受
太
僕
〔
迴
り
て
太
僕
を
受
く
〕」
と
あ
り
、『
晉
書
』
の
王
濟
の
傳
に
「
出
爲
河
南
尹
、
未
拜
、
坐
鞭
王
官
吏
官
。
…
…
使
白
衣
領
太
僕
」
と
見
え
る
記
と
一
し
て
い
よ
う
。
創
作
時
期
は
定
か
で
は
な
い
が
、
王
濟
が
太
僕
に
任
命
さ
れ
た
の
が
そ
の
最
年
で
あ
る
こ
と
、
孫
楚
が
卒
し
た
の
が
惠
の
元
康
三
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
（
）、
武
の
太
康
年
の
末
頃
か
ら
惠
の
元
康
年
の
初
期
に
か
け
て
の
作
と
思
わ
れ
る
。
參
考
ま
で
に
以
下
に

げ
て
お
く
（
 ）。
西
晉
武
期
の
侍
宴
詩
に
つ
い
て
（
矢
田
）
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欽
厥
庸
、
出
尹
京
畿
、
迴
受
太
僕
、
四
牡

、
耳
盈
箱
、



、
勳
齊
庭
實
、
	國
之
暉
。
〔
は
厥
の
庸
を
欽
し
み
、
出
で
て
京
畿
に
尹
た
り
、
迴
り
て
太
僕
を
受
け
、
四
牡
は

た
り
、
耳
は
箱
に
盈
ち
、

は


た
り
、
勳
は
齊 とと
のひ
て
庭
に
實
ち
、
國
の
暉
き
を
	す
。〕
「
四
牡

」
の
句
は
、『
詩
經
』
小

「
四
牡
」
に
見
え
る
句
。
こ
こ
で
は
、
四
頭
立
て
の
馬
車
に
乘
り
、
太
僕
と
し
て
中
央
官
界
に
復
歸
す
る
王
濟
の
威
風
堂
々
と
し
た
樣
子
を
表
し
て
い
よ
う
。
七
、
結
語
以
上
、
西
晉
の
侍
宴
詩
に
つ
い
て
、
武
期
の
作
を
中
心
に
、
個
々
の
詩
の
容
や
創
作
の
背
景
な
ど
を
確
し
た
。
魏
の
曹
氏
政
下
で
は

と
し
て
五
言
で
作
ら
れ
て
い
た
侍
宴
詩
が
、
西
晉
で
は
一
轉
し
て
四
言
で
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
改
め
て
確
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
容
の
面
に
お
い
て
も
、
西
晉
の
侍
宴
詩
、
と
り
わ
け
皇
や
皇
太
子
が
催
す
る
酒
宴
の
席
で
作
ら
れ
た
詩
の
場
合
は
、
群
臣
や
客
が
整
然
と
參
列
す
る
嚴
肅
な
雰
圍
氣
の
中
で
、
天
下
を
太
に
く
皇
や
皇
太
子
の
仁
を
讚
え
た
り
、
西
晉

の
正
統
性
を
示
し
た
り
す
る
こ
と
を
專
ら
旨
と
し
た
、
極
め
て
形
式
儀
禮
な
詩
が
そ
の
ほ
と
ん
ど
て
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
確
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
點
も
ま
た
、
應
と
曹
丕
の
例
の
よ
う
に
、
詩
を
介
し
て
雙
方
の
氣
持
ち
を
傳
え
合
う
と
い
っ
た
、
催
で
あ
る
君
と
參
列
で
あ
る
臣
下
と
の
に
あ
る
種
の
帶
感
を
感
じ
さ
せ
る
作
が
多
く
見
ら
れ
る
魏
の
侍
宴
詩
と
は
、
極
め
て
對
照

で
あ
る
（
）。
で
は
な
ぜ
、
魏
の
侍
宴
詩
と
西
晉
の
侍
宴
詩
と
の
に
は
、
こ
の
よ
う
な
い
が
見
ら
れ
る
の
か
。
こ
の
點
に
つ
い
て
、
四
言
詩
と
五
言
詩
の
そ
れ
ぞ
れ
が
備
え
持
つ
特
質
の
い
、
お
よ
び
魏
と
西
晉
の
力
の
詩
歌
に
對
す
る
基
本
勢
の
い
と
い
う
點
か
ら
、
私
見
を
示
す
こ
と
で
結
語
と
し
た
い
。
ま
ず
、
四
言
詩
と
五
言
詩
の
特
質
の
い
に
つ
い
て
確
し
て
お
こ
う
。
四
言
詩
は
、
『
詩
經
』
に
由
來
す
る
傳
統
性
と
典

さ
を
備
え
た
詩
形
で
あ
り
、
句
末
に
休
の
な
い
二
拍
子
の
均
質
な
リ
ズ
ム
は
、
板
さ
・
單
 さ
を
!れ
な
い
反
面
、
安
定
感
・
重
厚
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
嚴
肅
な
場
で
の
詩
作
に
は
"し
た
詩
形
と
言
え
よ
う
。
一
方
、
五
言
詩
は
、
俳
諧
倡
樂
な
ど
と
稱
さ
れ
る
樂
人
と
關
わ
り
の
深
い
民
の
歌
#に
由
來
す
る
$俗
な
詩
形
で
あ
る
が
、
句
末
に
一
字
分
の
休
を
持
つ
三
拍
子
の
リ
ズ
ム
は
、
句
末
の
休
が
最
後
の
一
字
の
印
象
を
際
立
た
せ
る
こ
と
か
ら
流
動
感
や
齒
切
れ
の
よ
さ
を
生
み
出
し
、
余
韻
余
%を
深
め
る
效
果
を
生
む
（
&）。
魏
の
力
の
場
合
、
曹
操
の
妻
で
曹
丕
や
曹
植
の
母
で
あ
る
卞
氏
が
倡
家
の
出
身
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
彼
ら
の
俗
樂
に
對
す
る
關
心
は
極
め
て
高
く
、
何
よ
り
も
彼
ら
自
身
が
詩
歌
創
作
の
積
極
な
實
踐
で
あ
っ
た
。
實
作
の
面
白
さ
と
い
う
點
で
は
、
當
然
、
板
・
單
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
九
集
14
な
四
言
詩
よ
り
も
、
變
に
富
ん
だ
五
言
詩
の
方
に
、
よ
り
一
の
魅
力
を
感
じ
取
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
、
酒
宴
の
席
に
お
い
て
も
五
言
で
の
詩
作
を
推
奬
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
さ
ら
に
は
ま
た
、
彼
ら
自
身
が
詩
歌
創
作
の
實
踐
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
例
え
ば
應
が
自
ら
の
境
に
對
す
る
個
人
な
思
い
を
	直
に
詩
で
表
す
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
、
宴
會
の
參
列
も
ま
た
、
詩
人
と
い
う
共

の
立
場
か
ら
、
君
臣
の
垣
根
を
越
え
た
自
由
活
發
な
詩
作
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
）。
一
方
、
西
晉
の
力
は
、
儒
の
理
念
を
國
政
の
基
本
と
す
る
立
場
か
ら
、
『
詩
經
』
に
由
來
す
る
四
言
こ
そ
が
正
統
な
詩
形
で
あ
る
と
の

識
を
有
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
點
に
つ
い
て
は
、
摯
も
ま
た
『
文
集
流
別
論
』
の
中
で
、
「
古
詩
	以
四
言
爲
體
〔
古
詩
は
	ね
四
言
を
以
っ
て
體
と
爲
す
〕
」
、
「
然
則

之
韻
、
四
言
爲
正
〔
然
ら
ば
則
ち

の
韻
は
、
四
言
も
て
正
と
爲
す
〕
」
と
指
摘
す
る

り
で
あ
る
。
ち
な
み
に
摯
は
、
五
言
に
つ
い
て
は
「
五
言
、
…
…
於
俳
諧
倡
樂
多
用
之
〔
五
言
な
る
は
、
…
…
俳
諧
倡
樂
に
於
い
て
多
く
之
れ
を
用
ふ
〕」
と
べ
て
い
る
。『
文
章
流
別
論
』
そ
れ
自
體
は
、
摯
が
祕
書
監
で
あ
っ
た
惠
期
の
太
安
元
年
（
三
〇
二
）
頃
に
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
武
期
に
西
晉
の
禮
制
改
革
を
面
に
任
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
貴
族
を
國
家
身
分
制
と
し
て
序
列
し
よ
う
と
す
る
武
の
意
向
に
添
っ
て
、
西
晉
の
氏
族
の
等
を
定
め
た
『
族
姓
昭
穆
記
』
を
す
な
ど
（
）、
摯
と
西
晉

と
の
關
わ
り
方
か
ら
み
て
、
『
文
章
流
別
論
』
に
見
え
る
摯
の
詩
歌
に
對
す
る
指
摘
も
ま
た
、
西
晉

の
開
國
以
來
の
詩
歌
に
對
す
る
基
本
識
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
た
も
の
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
（
）。
西
晉
の
力
は
、
こ
の
よ
う
な
詩
歌
に
對
す
る
識
の
も
と
で
、
自
ら
が
催
す
る
宴
會
の
席
な
ど
で
は
四
言
で
の
詩
作
を
推
奬
し
た
も
の
と
、
ま
ず
は
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
西
晉
の
力
は
、
魏
の
力
と
は
な
り
、
自
ら
が
詩
を
作
る
と
い
う
こ
と
に
は
く
興
味
を
示
さ
な
か
っ
た
。
こ
の
點
も
ま
た
、
詩
歌
に
對
す
る
彼
ら
の
關
心
を
、
五
言
詩
の
魅
力
の
方
に
向
か
わ
せ
る
こ
と
な
く
、
に
四
言
詩
が
備
え
持
つ
傳
統
性
や
典
さ
の
方
に
向
か
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
因
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
儒
に
價
値
基
準
を
置
く
名
士
の
支
持
を
集
め
て
政
を
樹
立
し
た
司
馬
氏
は
、
有
力
名
士
す
な
わ
ち
貴
族
と
自
己
と
の
身
分
な
差
別
を
圖
り
、
 制
秩
序
に
よ
り
貴
族
を
國
家
身
分
制
と
し
て
序
列
す
る
た
め
に
、
五
等
 制
を
施
行
し
た
と
言
う
（
!）。
こ
の
よ
う
に
西
晉
の
力
に
、
自
己
と
他
の
貴
族
と
の
身
分
な
差
別
を
圖
ろ
う
と
す
る
意
識
が
"く
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
彼
ら
は
當
然
そ
れ
を
#知
徹
底
す
る
よ
う
努
め
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
に
、
多
く
の
高
位
高
官
や
外
國
か
ら
の
$客
が
集
ま
る
宴
會
の
場
は
、
ま
さ
に
司
馬
氏
を
頂
點
と
す
る
司
馬
氏
の
天
下
で
あ
る
こ
と
を
廣
く
知
ら
し
め
る
格
好
の
場
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
西
晉
の
侍
宴
詩
が
お
お
む
ね
君
臣
%の
身
分
差
を
嚴
然
と
感
じ
さ
せ
る
嚴
肅
な
雰
圍
氣
の
も
と
で
、
典
な
趣
き
を
備
え
る
四
言
の
形
式
に
よ
り
、
專
ら
西
晉

の
正
統
性
を
讚
美
す
る
こ
と
を
旨
と
し
て
作
ら
れ
西
晉
武
期
の
侍
宴
詩
に
つ
い
て
（
矢
田
）
15
て
い
た
背
景
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
點
も
ま
た
指
摘
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
【
】
（
１
）
拙
論
「
西
晉
期
に
お
け
る
《
四
言
詩
》
行
の
因
に
つ
い
て
―
「
應
詔
・
應
令
」
び
「
答
」
の
詩
を
中
心
に
―
」
（
『
中
國
詩
文
論
叢
』
第
十
四
集
、
一
九
九
五
年
）
を
參
照
。
（
２
）
『
古
詩
紀
』
卷
二
十
三
に
收
め
る
應
貞
の
「
晉
武

林
園
集
詩
」
の
題
下
に
引
く
『
洛
陽
圖
經
』。
（
３
）
『
晉
書
』
卷
九
十
二
「
應
貞
傳
」。
（
４
）
	田
泉
之
助
・



譯
『
文
（
詩
篇
）
上
』
（
明
治
書
院
、
新
釋
文
大
系
、
一
九
六
三
年
）。
（
５
）
渡
邉
義

『
西
晉
「
儒
國
家
」
と
貴
族
制
』
（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）
第
二
章
「
「
儒
國
家
」
の
再
」
第
一
「
西
晉
「
儒
國
家
」
の
形
」
を
參
照
。
（
６
）
『
晉
書
』
卷
三
十
六
「
張
傳
」。
（
７
）
『
晉
書
』
卷
八
十
八
「
李
密
傳
」。
（
８
）
『
晉
書
』
四
十
二
「
王
濬
傳
」。
（
９
）
嚴
可
均
校
輯
『
上
古
三
代
秦
三
國
六
文
』
「
晉
文
」
卷
八
十
六
「
王
讚
」
を
參
照
。
（
10）
『
晉
書
』
卷
五
十
九
「
楚
王
傳
」。
（
11）
『
晉
書
』
卷
三
「
武
紀
」
の
太
康
十
年
十
一
甲
申
に
、
「
改
封
南
陽
王
柬
爲
秦
王
、
始
王
爲
楚
王
、
濮
陽
王
允
爲
淮
南
王
、
竝
假
之
國
、
各
統
方
州
軍
事
〔
南
陽
王
の
柬
を
改
封
し
て
秦
王
と
爲
し
、
始
王
の

を
楚
王
と
爲
し
、
濮
陽
王
の
允
を
淮
南
王
と
爲
し
、
竝
び
に
假
も
て
國
に
之
か
し
め
、
各
お
の
方
州
の
軍
事
を
統
べ
し
む
〕」
と
あ
る
。
（
12）
『
晉
書
』
卷
五
十
六
「
孫
楚
傳
」
。
な
お
、
王
濟
の
州
の
大
中
正
就
任
に
つ
い
て
は
、
『
晉
書
』
卷
四
十
二
「
王
濟
傳
」
に
記
載
が
な
い
。
宮
崎
市
定
『
九
品
官
人
法
の
究
』
（
中
央
公
論
、
中
公
文
庫
、
一
九
九
七
年
、
一
三
七
頁
～
一
三
八
頁
）
に
よ
れ
ば
、
「
中
正
に
は
專
官
と
領
官
と
が
あ
る
。
領
官
と
は
中
央
政
府
務
の
謂
	官
が
、
本
職
の
外
に
中
正
を
帶
領
す
る
の
で
あ
る
。
」
と
あ
り
、
ま
た
「
中
正
は
そ
の
部
下
に
定
、
訪
問
な
ど
が
あ
り
、
え
ず
任
官
 、
未
官
 の
!
"を
探
ら
せ
る
」
と
あ
る
。
お
そ
ら
く
王
濟
の
州
の
大
中
正
に
つ
い
て
は
、
領
官
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
（
13）
『
晉
書
』
卷
二
十
五
「
輿
#志
」
に
、
「
侍
中
・
常
侍
則
加
金
$、
附
%
爲
&、
插
以
貂
毛
、
'金
爲
竿
。
侍
中
插
左
、
常
侍
插
右
〔
侍
中
・
常
侍
は
、
則
ち
金
$を
加
へ
、
%を
附
し
て
&り
と
爲
し
、
插
す
に
貂
の
毛
を
以
っ
て
し
、
'金
も
て
竿
と
爲
す
。
侍
中
は
左
に
插
し
、
常
侍
は
右
に
插
す
〕」
と
あ
る
。
（
14）
『
晉
書
』
卷
五
十
六
「
孫
楚
傳
」。
（
15）
そ
の
ほ
か
に
孫
楚
と
王
濟
と
の
交
流
を
傳
え
る
も
の
と
し
て
、
『
世
(
新
語
』
排
)篇
に
、
*い
頃
、
官
に
惠
ま
れ
ず
、
隱
居
し
よ
う
と
思
っ
た
孫
楚
が
、
王
濟
に
「
枕
石
漱
流
〔
石
に
枕
し
流
れ
に
漱
ぐ
〕
」
と
言
う
べ
き
と
こ
ろ
を
、
+っ
て
「
枕
流
漱
石
〔
流
れ
に
枕
し
石
に
漱
ぐ
〕
」
と
言
い
、
+り
を
指
摘
さ
れ
た
も
の
の
、
「
流
れ
に
枕
す
る
と
は
、
耳
を
洗
う
た
め
で
、
石
に
漱
ぐ
と
は
、
齒
を
み
が
く
た
め
だ
」
と
答
え
た
と
い
う
、
今
日
で
は
「
負
け
惜
し
み
が
,い
さ
ま
」
を
意
味
す
る
故
事
語
の
基
と
な
っ
た
-話
を
載
せ
る
。
ま
た
、
同
じ
く
『
世
(新
語
』
文
學
篇
に
は
、
孫
楚
が
妻
の
喪
を
除
く
に
あ
た
り
詩
を
作
っ
て
、
王
濟
に
示
し
た
と
こ
ろ
、
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
九
集
16
そ
の
詩
に
感
じ
入
っ
た
王
濟
が
「
未
知
文
生
於
、
生
於
文
、
覽
之
悽
然
、
伉
儷
之
重
〔
未
だ
文
の
よ
り
生
じ
、
の
文
よ
り
生
ず
る
を
知
ら
ず
、
之
れ
を
覽
れ
ば
悽
然
と
し
て
、
伉
儷
の
重
き
を
す
〕
」
と
言
っ
た
と
い
う
話
を
載
せ
る
。
ち
な
み
に
、
そ
の
時
の
詩
も
四
言
の
作
で
あ
り
、
以
下
の
よ
う
に
言
う
。
時
邁
不
停
、
日
電
流
、
爽
登
遐
、
忽
已
一
、
禮
制
有
敍
、
除
靈
丘
。
〔
時
は
邁
き
て
停
ま
ら
ず
、
日
は
電
の
ご
と
く
流
る
、
は
爽
に
し
て
登
る
こ
と
遐
か
に
、
忽
ち
已
に
一
な
り
、
禮
制
に
敍
有
り
、
除
を
靈
丘
に
ぐ
。〕
（
16）
こ
の
點
に
つ
い
て
は
、
松
原
	

『
中
國
離
別
詩
の
立
』
（
文
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）
「
鮑
照
に
よ
る
離
別
詩
の
開
拓
―
六
期
に
お
け
る
離
別
詩
の
形
（
上
）」
第
四
に
も
、
同
樣
の
指
摘
が
あ
る
。
（
17）
拙
論
「
四
言
詩
と
五
言
詩
の
特
質
と
衰
に
つ
い
て
―
先
行

の
整
理
を
中
心
に
―
」
（
『
中
國
詩
文
論
叢
』
第
二
十
六
集
、
二
〇
〇
七
年
）
を
參
照
。
四
言
詩
と
五
言
詩
の
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
松
浦
友
久

『
中
國
詩
歌
原
論
』
（
大
修
書
店
、
一
九
八
六
年
、
一
九
九
二
年
再
版
）
「
中
國
古
典
詩
の
リ
ズ
ム
―
リ
ズ
ム
の
根
源
性
と
詩
型
の
變
―
」
を
參
照
。
（
18）
拙
論
「
魏
に
お
け
る
五
言
詩
流
行
の
因
に
つ
い
て
」
（
『
中
國
詩
文
論
叢
』
第
二
十
五
集
、
二
〇
〇
六
年
）
を
參
照
。
（
19）
渡
義
浩

『
西
晉
「
儒
國
家
」
と
貴
族
制
』
（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）
序
論
「
儒
國
家
と
貴
族
制
究
」
第
二
「
中
國
貴
族
制
と
封建
」を
參
照
。
（
20）
拙
論
「
摯
の
「
四
言
正
統
」
に
つ
い
て
」
（
『
立
命
文
學
』
第
五
九
八
號
、
二
〇
〇
七
年
）
を
參
照
。
（
21）
渡
邉
義


『
西
晉
「
儒
國
家
」
と
貴
族
制
』
（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）
第
一
章
「
貴
族
制
の
立
」
第
三
「
西
晉
に
お
け
る
五
等

制
と
貴
族
制
の
立
」
を
參
照
。
西
晉
武
期
の
侍
宴
詩
に
つ
い
て
（
矢
田
）
17
